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平成��年度国民健康, 栄養調査によれば糖尿病
患者, 予備軍は !歳以上の高齢者糖尿病患者を中

心に高い水準にあり, その要因として過栄養に伴
う肥満により, 肝臓, 骨格筋, 脂肪組織など広範
臓器でのインスリン抵抗性の存在や膵β細胞機能
不全が指摘されている")｡ 一方, #型糖尿病治療
については $%&'()&(*()&+(,*-+.'(/-0%1,-+
2'03')4'-56&60($**724) 試験や86&6+-)0
$99-'+04'-56&60:+'-,(8$4:) 試験から単に
血中;5$"%値低下が目標ではなく, 低血糖や体
重増加を来さず血糖変動の少ない良好な血中
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#型糖尿病患者において4LLM�阻害剤シタグリプチンの血圧, 尿中N-排泄量, 60&'M
O-&6.P,(O6+1,-+Q',&+-&'()2-&6(6MPQ2) に及ぼす影響について検討した｡ �D"�年
以降の当院通院中#型糖尿病患者でシタグリプチン!DOR投与��症例を対象とした｡ 対象
患者に同剤投与前, 投与後Sヶ月, Tヶ月, Uヶ月, "�ヶ月にて;5$"%値, 体重, 外来
血圧, 随時尿の��時間N-排泄量, 6PQ2を測定した｡ 対象患者は平均年齢 �V"歳, 平均
WXY� V 3RZO�, 平均;5$"%[V�％であり;5$"%は投与前[V�％からTヶ月後 V[％, "�
ヶ月後 V!％と低下し, 体重は投与前 HV\3RからTヶ月後 [V 3R, "�ヶ月後 [VH3Rと推
移し, 外来血圧は収縮期血圧が"�DOO;R以上の症例群ではTヶ月後"ADOO;R, "�ヶ
月後"�HOO;Rと低下し尿中N-排泄量は投与前\\V!O]̂Z日, Tヶ月後""\VHO]̂Z日,
"�ヶ月後"�!V O]̂Z日と上昇, 6PQ2は投与前HHVHO,ZO')ZO, Tヶ月後H�VAO,ZO')Z
O, "�ヶ月後[HV\O,ZO')ZOと低下した｡ 以上の結果よりシタグリプチンの尿中N-排
泄促進に伴う血圧低下作用と糸球体過剰濾過の抑制作用が示唆された｡
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